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団
体
と
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
と
の
連
絡
・
調
整
す
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
の
よ
り

大
き
な
推
進
力
に
な
る
よ
う
、

御
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
皆
様

に
は
、
平
素
か
ら
県
内
各
地
に

お
い
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も

に
、
御
活
躍
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

昨
年
度
、
西
日
本
で
初
め
て

と
な
る
冬
季
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
が
、
岡
山
市
及
び
倉

敷
市
で
開
催
さ
れ
、
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
等
を
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
に
お
い
て
も
、
皆

様
の
御
協
力
に
よ
り
、
令
和
７

年
度
事
業
を
無
事
に
終
了
し
、

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
会
報
59
号
を
発
刊
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
令
和
７
年
６
月

推
進
委
員
の
さ
ら
な

る
可
能
性
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

御
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
様
方
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

に
は
人
の
心
を
豊
か

に
し
、
人
と
人
を
つ

な
げ
、
心
身
と
も
に

元
気
に
す
る
力
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
に
係
わ
る
皆

様
方
の
力
を
集
結
し
、

『
す
る
・
み
る
・
さ
さ

え
る
』
と
い
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方

や
喜
び
を
分
か
ち
合

い
、
そ
れ
ら
を
す
べ

て
の
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、

将
来
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

大
き
く
結
び
つ
い
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
リ
ー

ダ
ー
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
様
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
役
割
に
鑑
み
、
地
方
公
共

28
日
・
29
日
の
２
日
間
、
５
年

ぶ
り
に
倉
敷
市
に
お
い
て
中
国

地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修

会
を
開
催
し
、
中
国
地
区
か
ら

延
べ
８
３
０
名
余
り
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
方
々
の
御
参
加

に
よ
り
、
盛
大
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。
御
講
演
い
た
だ
い

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

等
で
御
活
躍
の
三
津
家
貴
也
様

に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
重

要
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な

経
験
や
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
実
践

発
表
者
の
方
々
に
は
、
今
後
の

活
動
に
大
い
に
参
考
と
な
る
取

組
を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
備
南
支
部
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
の
皆
様
の
献
身

的
な
運
営
や
活
気
に
満
ち
た
対

応
に
よ
り
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

会
長
あ
い
さ
つ

会
　
長
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こ
の
た
び
、
文
部
科
学
大
臣
表

彰
と
い
う
身
に
余
る
栄
誉
を
賜
り
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
驚
き
と
と
も
に
深
い

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
の
活
動
は
、
決

し
て
一
人
で
成
し
得
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ま
、

共
に
活
動
し
て
き
た
推
進
委
員
の

仲
間
、
そ
し
て
日
頃
か
ら
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
行

政
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
、
今
日
ま
で
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

当
初
は
体
操
の
指
導
を
主
な
活

動
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々
と
関

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
体
を
動

か
す
楽
し
さ
や
、
無
理
な
く
継
続

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
中

で
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
が
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
体
操
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ

全
般
の
推
進
や
地
域
行
事
へ
の
協

力
な
ど
、
よ
り
幅
広
い
活
動
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
岡
山

県
や
総
社
市
、
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
で
き
た

こ
と
は
、
視
野
を
広
げ
る
大
き
な

学
び
と
な
り
ま
し
た
。
県
・
市
の

取
組
や
研
修
を
通
じ
て
得
た
知
見

を
、
地
域
の
現
場
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
貴
重
な
経
験
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
取
組
の
中
で
、

参
加
さ
れ
た
方
々
の
笑
顔
や
温
か

い
言
葉
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地

域
ス
ポ
ー
ツ
は
、
健
康
づ
く
り
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
活
力
と
つ
な

が
り
を
生
み
出
す
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
一
つ
の
節
目
と

し
、
今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
地
域
づ
く
り
に
微
力

な
が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

総
社
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
　
会
長

風　

早　

秀　

義

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
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功
労
者
表
彰
受
賞
者

令
和
７
年
度

文
部
科
学
大
臣
表
彰

風
早　

秀
義	

　

総
社
市

（
公
社
）全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
連
合
表
彰

〈
全
国
功
労
者
表
彰
〉

岡
村
登
志
男	

　

倉
敷
市

平
田
久
実
子	

　

高
梁
市

光
元　

一
郎	

　

久
米
南
町

〈
三
十
年
勤
続
表
彰
〉

青
木　

幸
一	

　

岡
山
市

熊
代　

行
広	

　

岡
山
市

河
内
留
美
子	

　

吉
備
中
央
町

石
田　

誠
司	

　

吉
備
中
央
町

安
立　
　

伸	

　

新
見
市

政
本　

昌
美	

　

津
山
市

竹
内　

弘
子	

　

津
山
市

谷
口　

陽
子	

　

津
山
市

竹
内　

幸
江	

　

津
山
市

政
保　

正
孝	

　

真
庭
市

竹
井　

克
之	

　

真
庭
市

定
森　

正
之	

　

勝
央
町

鷹
取
勢
津
子	

　

奈
義
町

中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
表
彰

〈
功
労
者
表
彰
〉

中
原　
　

崇	

　

岡
山
市

戸
羽
万
里
子	

　

倉
敷
市

山
本
加
代
子	

　

倉
敷
市

内
田
登
志
香	

　

倉
敷
市

澤　
　

千
尋	

　

倉
敷
市

渡
邉　

秀
康	

　

倉
敷
市

村
井　

正
和	

　

倉
敷
市

井
木　

誠
三	

　

倉
敷
市

中
谷　

育
子	

　

倉
敷
市

天
野　

直
樹	

　

笠
岡
市

天
野　

文
男	

　

笠
岡
市

西
江　

律
子	

　

笠
岡
市

川
田
貴
美
男	

　

矢
掛
町

金
元　

崇
浩	

　

高
梁
市

武
田　

敏
郎	

　

高
梁
市

唐
﨑　

健
児	

　

高
梁
市

峠　
　

秀
子	

　

新
見
市

林　
　

和
美	

　

新
見
市

三
浦　

政
利	

　

新
見
市

岡
嶋　

京
子	

　

津
山
市

矢
木　

久
子	

　

真
庭
市

松
岡　

祥
和	

　

真
庭
市

小
谷　

佳
枝	

　

真
庭
市

忠
政　

幸
雄	

　

勝
央
町

山
下　

一
男	

　

勝
央
町

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
表
彰

〈
表
彰
状
〉

�（
合
算
し
て
15
年
以
上
）　
　
　

大
内
マ
リ
子	

　

岡
山
市

常
藤　

真
弓	

　

岡
山
市

笠
井　

清
範	
　

岡
山
市

淺
野　

宏
一	
　

岡
山
市

安
井　

英
久	

　

岡
山
市

大
谷　

文
男	

　

岡
山
市

井
上　

和
正	

　

岡
山
市

奥
山　

朋
典	

　

岡
山
市

森　
　

輝
幸	

　

岡
山
市

田
中　

由
利	

　

岡
山
市

川
上　

雅
美	

　

高
梁
市

田
中　
　

弘	

　

津
山
市

植
月
加
代
子	

　

津
山
市

武
藤
英
美
子	

　

美
作
市

鈴
鹿
美
紀
恵	

　

美
咲
町

〈
感
謝
状
〉

�

（
合
算
し
て
10
年
以
上
）　
　
　

大
石　

敏
正	

　

岡
山
市

本
近　

憲
一	

　

岡
山
市

小
林　

延
行	

　

岡
山
市

植
畠　

倫
子	

　

玉
野
市

山
下　

浩
二	

　

玉
野
市

森
峰
知
佳
子	

　

玉
野
市

藤
井　

由
美	

　

玉
野
市

山
口　

理
粧	

　

玉
野
市

木
村
壮
一
郎	

　

倉
敷
市

藤
原　

弘
康	

　

倉
敷
市

神
崎　
　

仁	

　

倉
敷
市

安
藤　

敏
夫	

　

倉
敷
市

丸
山　

秀
児	

　

倉
敷
市

杉
岡　

慶
子	

　

倉
敷
市

中
村　

信
一	

　

井
原
市

西
村
慎
次
郎	

　

井
原
市

妹
尾　

曜
子	

　

井
原
市

大
杉　

規
代	

　

総
社
市

石
井　

和
宏	

　

総
社
市

河
上　

賢
二	

　

矢
掛
町

齋
藤　

有
二	

　

矢
掛
町

難
波　
　

洋	

　

高
梁
市

平
井　

幸
亮	

　

高
梁
市

林　
　
　

輝	

　

高
梁
市

井
上　

美
江	

　

高
梁
市

西
山　
　

圭	

　

津
山
市

坂
根　

美
和	

　

真
庭
市

丸
山　

元
治	

　

真
庭
市

下
山　

尚
子	

　

美
作
市

河
原　

伸
一	

　

鏡
野
町

竹
内　

恵
子	

　

勝
央
町

有
岡　

滉
太	

　

勝
央
町

〈
感
謝
状
〉

�

（
県
理
事
3
期
以
上
）　
　
　

小
林　

義
和	

　

岡
山
市

大
﨑　

陽
二	

　

赤
磐
市

桝
田　

利
晃	

　

井
原
市

小
林　

培
夫	

　

高
梁
市

優
良
団
体
表
彰

該
当
な
し



岡山県スポーツ推進委員協議会　令和８年４月１日 第59号　（4）　

高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

平　

田　
　

久
実
子

久
米
南
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

光　

元　
　

一　

郎

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
て

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
て

こ
の
度
は
、
栄
え
あ
る
「
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
連
合
功
労
者
表
彰
」
を

賜
り
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
長
年
に
わ
た

り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
ひ

と
え
に
周
囲
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
当
初
は
右
も
左
も

わ
か
ら
ず
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
が
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
だ

さ
っ
た
諸
先
輩
の
皆
様
に
は
、
心
構

え
か
ら
具
体
的
な
方
法
ま
で
、
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
の
中
で
も
、「
愛
ら

ぶ
高
梁
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

や
「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

リ
ー
ズ
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大
会
」
ま

た
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」
な

ど
を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た
交
流

が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
何
度
も
立
ち
合

い
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
「
人
と
人
を

繋
ぐ
力
」
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
特

に
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
高

齢
者
や
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
す
る

親
子
が
一
生
懸
命
に
走
り
抜
け
た
光

景
な
ど
は
、
今
も
鮮
明
に
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
参
加
者

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
「
苦
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
次
回
も
参

加
し
た
い
」
と
い
う
笑
顔
が
、
何
よ

り
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
共

こ
の
度
、
第
66
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
協
議
会　

長
野
大
会

に
お
い
て
、
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
諸
先
輩
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
９
年
、
当
時
学
区
の

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
監
督
を

し
て
い
た
関
係
で
小
学
校
校
長
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
薦
め
で
体
育
指
導
委
員

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）
の
任
命
を

受
け
ま
し
た
。

そ
の
頃
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
の
た
め
水

島
地
区
で
大
会
の
企
画
を
始
め
ま
し

た
。日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
の

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の

認
定
を
取
得
し
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
普
及
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
大
会
も
本
年
度
で
28
回
を
数
え

ま
す
。

倉
敷
地
区
で
は
研
修
部
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
岡
山
県
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
（
初
級
）
を
修
了
、
特
に

岡
山
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
公
認
審
判
員

に
な
り
ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及
を
通
し
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

微
力
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
の
皆
さ
ま
の
更
な
る

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
御
祈
り

申
し
上
げ
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

岡　

村　
　

登
志
男

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
て

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

�
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
て

生
社
会
の
実
現
な
ど
、
私
た
ち
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
求
め
ら
れ
る
役

割
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
の
変
化
に
も
対
応
し
新
し
い
分
野

の
知
識
を
深
め
る
た
め
の
研
修
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

受
賞
の
喜
び
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
「
地
域
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の

伝
道
師
」
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
長
野
大
会
で
表
記
の
賞

を
い
た
だ
き
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
県
協
議
会
関
係
者
各
位
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
美
作
地
区
、

久
米
郡
の
皆
様
そ
し
て
久
米
南
町
の

仲
間
に
も
感
謝
し
き
れ
な
い
思
い
で

す
。
私
が
体
育
指
導
員
を
拝
命
し
た

の
は
１
９
７
６
年
、
19
歳
で
し
た
。

職
場
近
く
の
小
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
指
導
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体

育
協
会
の
幹
部
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会
や
、
町

民
運
動
会
の
準
備
や
運
営
を
し
た
こ

と
が
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
体
協
の
皆
さ
ん
や
指
導
員
の

先
輩
の
皆
さ
ん
は
、
年
齢
や
経
験
は

関
係
な
く
偉
ぶ
る
こ
と
な
し
に
同
じ

よ
う
に
接
し
て
く
れ
、
こ
の
こ
と
が

私
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
に
の
め
り
こ
む

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

岡
山
国
体
前
後
に
は
体
協
会
長
に
就

任
し
た
こ
と
か
ら
町
の
慣
例
で
あ
っ

た
た
め
指
導
員
は
抜
け
て
い
ま
し
た

が
、
10
年
以
上
を
経
過
し
再
度
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
復
帰
し
ま

し
た
。
現
在
は
幼
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
を
対
象
と
し
た
、
カ
ッ
ピ
ー
ス
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令
和
7
年
度
中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会

�

　
倉
敷
市
で
開
催

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

�

会
　
長
　
赤　

木　
　

弘　

蔵

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
て

ン
ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
型
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ

て
お
り
、
推
進
委
員
の
皆
様
に
も
実

際
に
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
岡
山
県
環
境
文

化
部
長
の
國
重
良
樹
様
、
倉
敷
文
化

産
業
局
長
の
別
府
正
樹
様
に
ご
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
執
り
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
中
国
地
区
功

６
月
28
日（
土
）、29
日（
日
）、「
令

和
７
年
度
中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
修
会
」
が
、
倉
敷
市
で
開
催

さ
れ
、
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
備
南
支
部
主
管
の
も
と
、
中

国
地
区
５
県
か
ら
の
べ
８
４
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
に
先
立
ち
、
初
め
に

環
太
平
洋
大
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
の
み
な
さ
ま
に
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
行
事
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
が
主

な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
行

事
や
各
種
団
体
へ
の
新
ス
ポ
ー
ツ
等

の
提
案
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
前
に
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

子
供
た
ち
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
ス

こ
の
度
、
昨
年
秋
の
褒
章
に
お
い

て
、
藍
綬
褒
章
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
日
頃
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
委
員
各
位

の
支
え
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の
活

動
は
、
地
域
に
根
ざ
し
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
の
輪
を

広
げ
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
や
生
活
様
式
の
変

化
が
進
む
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た

す
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
体
力
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

労
者
表
彰
を
70
名
の
方
が
授
与
さ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
笠
岡
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
西
江
律
子
委
員
か
ら

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
の
重
要
性
」
と
題
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
チ
、
非
常
勤
講
師
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
や
モ
デ
ル
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
多

岐
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
三
津

家
貴
也
先
生
よ
り
、
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
科
学
×
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
し

て
み
ん
な
を
笑
顔
・
元
気
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
や
T
i
k
T
o
k

と
い
っ
た
、
手
軽
に
見
る
こ
と
の
で

き
る
動
画
媒
体
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
普
及
活
動
や
、
大
学
・
大
学
院
で

研
究
さ
れ
て
い
た
最
新
科
学
に
基
づ

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
紹
介
し
、
体
力

の
向
上
や
維
持
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
こ
の
受
賞

に
お
ご
る
こ
と
な
く
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
尽
力
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
て

感
謝
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
や
地
域
の

活
力
を
育
む
力
が
ス
ポ
ー
ツ
に
は
あ

り
ま
す
。

今
回
の
受
章
は
、
私
個
人
に
対
す

る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で

共
に
歩
ん
で
き
た
仲
間
や
地
域
の
皆

さ
ま
全
体
に
対
す
る
励
ま
し
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
初
心
を
忘

れ
ず
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
、
引
き
続

き
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
に
つ

い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
H
R
V
（
心
拍
変
動
）
を
用

い
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
調
整
を
行
う

方
法
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
け
が
や
、

さ
ら
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上

と
い
っ
た
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
業
界
全

体
の
課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
非
常

に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
環
太
平
洋
大
学
体
育
学
部
体

育
学
科
教
授
の
早
田
剛
氏
を
お
招
き

し
、
倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
よ
り
「
コ
ロ
ナ
後
の
１
年
間
の

活
動
」、
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
活
動
に
つ
い
て
～
町
民
の
ス

ポ
ー
ツ
体
験
普
及
を
目
指
し
て
～
」、

鳥
取
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動

を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
に
は
～
協

議
会
の
活
性
化
・
機
能
強
化
を
は
か

る
～
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
は
、
会
場
を
移
し

て
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
で
約
４

０
０
名
の
委
員
の
皆
様
に
参
加
い
た

だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
ち
ん
ど
ん
ゆ
ば
ら
」
に

よ
る
練
り
歩
き
や
矢
掛
町
の
「
本
陣

バ
ン
ド
」
に
よ
る
演
奏
で
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
市

町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
に
つ
い
て

委
員
同
士
で
意
見
を
交
換
し
合
っ
た

り
、
情
報
交
換
会
後
半
の
ビ
ン
ゴ
大

会
で
た
く
さ
ん
の
参
加
者
の
方
が
地

元
の
特
産
品
を
獲
得
し
た
り
と
、
県

の
垣
根
を
こ
え
て
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
の
実
技
研
修
会
は
倉
敷

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
研
修

部
の
皆
様
に
指
導
い
た
だ
き
、
会
場

を
２
つ
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

水
島
緑
地
福
田
公
園
体
育
館
で
は
、

「
ボ
ッ
チ
ャ
」「
卓
球
バ
レ
ー
」「
モ

ル
ッ
ク
」の
３
種
目
を
、ラ
イ
フ
パ
ー

ク
倉
敷
で
は
「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
を
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
に
も
な
っ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
白
い
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル

に
赤
と
青
の
ボ
ー
ル
を
い
か
に
近
づ

け
る
か
を
競
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
が
進

む
に
つ
れ
、
投
げ
る
の
が
上
手
に
な

る
こ
と
で
戦
略
性
が
増
し
て
い
き
、

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

「
卓
球
バ
レ
ー
」
は
卓
球
台
の

コ
ー
ト
に
２
つ
の
チ
ー
ム
が
向
か
い

合
い
、
転
が
す
と
音
の
な
る
ボ
ー
ル

を
ネ
ッ
ト
の
下
を
転
が
し
て
相
手

コ
ー
ト
に
返
球
し
ま
す
。
座
っ
た
ま

ま
プ
レ
ー
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
ス
ピ
ー
ド
の

あ
る
球
や
相
手
が
返
し
づ
ら
い
位
置

へ
の
返
球
な
ど
工
夫
が
み
ら
れ
、
皆

さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
モ
ル
ッ
ク
」
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
木
製
の
棒
を
投
げ
て
１
か

ら
12
の
数
字
が
書
か
れ
た
ス
キ
ッ
ト

ル
を
倒
し
合
計
得
点
が
ち
ょ
う
ど
50

点
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
狙
う
場
所
の
工
夫
や
、
得
点

計
算
な
ど
戦
略
性
が
生
ま
れ
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
は
、囲
碁
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
の
要
素
を
組
み

合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
黒
と
白
の

ボ
ー
ル
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
打
ち
、

マ
ッ
ト
上
の
碁
盤
の
目
に
配
置
し
て
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第
66
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

�

研
究
協
議
会
に
つ
い
て

を
行
っ
て
い
る
発
表
者
の
内
容
に
刺

激
を
受
け
、
今
後
の
活
動
に
向
け
た

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
各
地

域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
地
域
社
会
と
つ
な
が

る
力
を
持
っ
て
お
り
、『
す
る
』『
み

る
』『
さ
さ
え
る
』
と
い
う
様
々
な

参
画
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
人
が

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
感
動
を
分
か

ち
合
え
る
よ
う
な『
ス
ポ
ー
ツ
文
化
』

の
成
熟
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
も

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
役
割
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
実
り
多
き

研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。              

「
ラ
イ
ン
得
点（
五
目
並
べ
）」と「
ポ

イ
ン
ト
得
点
（
目
に
入
っ
た
ボ
ー
ル

数
）」
を
競
い
ま
す
。
狙
う
場
所
や

得
点
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
ご
と
に
作

戦
を
立
て
て
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
会
の
開
催
に
つ

き
ま
し
て
は
、
実
行
委
員
会
の
み
な

さ
ま
を
は
じ
め
、
備
南
支
部
の
各
市

町
の
事
務
局
・
委
員
の
皆
様
に
協
力

い
た
だ
き
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
を
申
し
上

げ
ま
す
。

は
な
く
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
が

自
分
自
身
を
強
く
し
て
く
れ
た
。」

な
ど
、
経
験
を
生
か
し
た
講
演
で
、

大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、

『「
つ
く
る
/
は
ぐ
く
む
」「
誰
も
が

ア
ク
セ
ス
で
き
る
」「
あ
つ
ま
り
、

と
も
に
、
つ
な
が
る
」
地
域
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
作
る
た
め
に
』
を
テ
ー
マ

に
武
庫
川
女
子
大
学
の
柳
沢
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
３
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
と
も
に
議
論
が
深

ま
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
め

ぐ
り
、
多
様
な
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
の
創
出
と
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
方
創
生
や
ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
意
見
が
交
換

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
求
め

ら
れ
る
役
割
な
ど
再
確
認
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
た

分
科
会
に
お
い
て
も
、
様
々
な
取
組

名
の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

ら
大
杉
住
子
ス
ポ
ー
ツ
庁
ス
ポ
ー
ツ

総
括
官
、
公
益
社
団
法
人
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
か
ら
阿
逹
雅

志
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
表
彰

を
、
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
及

び
団
体
が
受
賞
さ
れ
、
本
県
か
ら
は

17
名
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔

道
女
子
57
㎏
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
出

口
ク
リ
ス
タ
氏
に
よ
る
「
今
日
を
生

き
抜
く　

普
通
の
私
が
カ
ナ
ダ
初
の

金
メ
ダ
ル
を
掴
む
ま
で
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
家
族
の
思
い
」「
恩

師
の
支
え
」「
妹
の
覚
悟
」「
カ
ナ
ダ

と
日
本
、
両
方
へ
の
誇
り
」
そ
れ
ら

す
べ
て
を
胸
に
競
技
を
続
け
て
き
た
。

そ
し
て
、
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
こ
と

は
「
特
別
な
才
能
が
あ
っ
た
か
ら
で

令
和
７
年
11
月
13
日
、
14
日
に
、

長
野
県
長
野
市
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、「
行
こ
う
！
地

域
の
頂
へ
～
日
本
の
ア
ル
プ
ス
信
州

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
な
が
り
を
全
国

へ
～
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
た
第
66

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会
が
、
全
国
か
ら
約
３
、３
０
０
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
つ
く
り
全
国
会
議
２
０
２
６

�

―
人
・
ス
ポ
ー
ツ
・
未
来
―　

に
参
加
し
て

令
和
７
年
度
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

�

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
に
参
加
し
て

高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

川
上　

伸
介

新
見
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

大
井　

敏
光

令
和
８
年
２
月
10
日
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
・
体
力
つ
く
り
全
国
会
議
２

０
２
６
が
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
）
に
お
い
て
開
催

私
は
、
先
日
参
加
し
た
講
習
会

を
通
じ
て
多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
概
念
に
対
す
る
新

た
な
理
解
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

重
要
性
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
、

競
争
や
勝
敗
を
重
視
す
る
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
、
高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
を
代
表
し
て
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
関
係
者
が

集
い
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
れ
か
ら

が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際

に
は
競
争
だ
け
が
ス
ポ
ー
ツ
の
す
べ

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
階
段
昇
降
、

ト
ラ
ン
プ
、
さ
ら
に
は
散
歩
な
ど
、

競
争
を
伴
わ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
十
分

に
楽
し
め
、
身
体
的
な
健
康
や
精
神

的
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
促
進
す
る
も

に
つ
い
て
考
え
る
大
変
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
が

も
た
ら
す
新
た
な
価
値
の
発
見
」
で

す
。
全
体
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持

つ
楽
し
さ
や
達
成
感
と
い
っ
た
本
来

の
魅
力
に
加
え
、
地
域
活
性
化
や
共

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
、
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
、

達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
素

晴
ら
し
い
方
法
で
す
。

ま
た
、
学
校
の
外
部
指
導
員
と

し
て
の
役
割
に
つ
い
て
も
再
認
識
し

ま
し
た
。
外
部
指
導
員
は
、
学
校
で

の
指
導
活
動
を
補
完
し
、
ス
ポ
ー
ツ

や
遊
び
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
多

様
な
体
験
を
提
供
す
る
重
要
な
存
在

生
社
会
の
実
現
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
な
ど
、
社
会
に
広
が
る
価

値
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
嫌
い
を
な
く

す
」
と
い
う
視
点
や
、
活
動
を
継
続

し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
の

大
切
さ
に
触
れ
、
改
め
て
地
域
で
の

役
割
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

第
２
分
科
会
で
は
、
矢
板
市
の

実
証
事
業
の
紹
介
を
通
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
が
文
化
・
福
祉
・
経
済
分
野

と
結
び
付
く
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
「
個
人
的
な
楽
し

さ
」
と
「
社
会
的
な
意
義
」
の
両
立

を
図
る
視
点
は
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
取
組
を
進
め
る
上
で
大
き
な

ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
第
３
分
科

会
で
は
、
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
す

「
貯
筋
運
動
」
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

身
近
で
続
け
や
す
い
運
動
環
境
づ
く

り
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
地

域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
意
識
し
、
誰
も

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

で
す
。
こ
れ
か
ら
自
分
が
講
師
と
し

て
活
動
す
る
際
に
も
、
こ
う
し
た
多

様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
私
は
県
や
支
部
、
地
域

で
講
師
と
し
て
活
動
す
る
際
、
特
に

「
楽
し
む
こ
と
」
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

は
無
理
に
競
争
し
な
く
て
も
十
分
に

楽
し
め
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

参
加
者
に
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
地
域
や
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
、
学
校
の
枠
を
超

え
て
、
卒
業
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
次
の
世
代
へ
と

知
識
や
経
験
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
、

私
た
ち
の
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
活

動
す
る
中
で
、
何
よ
り
も
自
分
自
身

が
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
が
楽
し
ん

で
い
な
い
と
、
そ
の
楽
し
さ
を
他
者

に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
楽

し
さ
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人

生
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
は
、
た
だ
の

競
技
以
上
の
価
値
が
あ
り
、
楽
し
む

こ
と
こ
そ
が
そ
の
本
質
だ
と
教
わ
っ

た
こ
と
を
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新
見
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

仲
田　

美
紀

今
回
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
つ
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
他
県
の
委
員
の
方
々
の
話

を
聞
き
、
活
動
の
幅
広
さ
や
熱
心
な

姿
に
驚
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
企

画
、
立
案
し
、
資
金
ま
で
確
保
し
て

い
る
と
い
う
市
も
あ
り
、
推
進
委
員

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
何
が
で
き
る

の
か
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ど
の
委
員
も
推
進
委

員
と
し
て
の
活
動
に
対
し
て
意
欲
と

自
信
を
も
っ
て
い
て
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
現
状
を
話
し
合
う
場
で
は
、

相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、

よ
い
意
見
が
あ
れ
ば
自
分
の
市
で
ど

の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
考
え
、
う

な
ず
き
、
共
感
し
、
賞
賛
す
る
と
い

う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
な
っ
て

10
年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、
今
回
の

研
修
に
参
加
し
て
や
っ
と
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
に
つ
い
て
分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ

て
人
と
人
、
地
域
と
人
を
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
楽
し
さ
は
繋
が

り
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
聞

き
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

と
考
え
る
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
自
分
な
り
の

や
り
が
い
を
見
つ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
の
活
動
が
で
き
て
い

た
ら
私
の
10
年
は
も
っ
と
良
い
も
の

に
な
っ
て
い
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
研
修
を

地
方
ご
と
に
開
催
し
て
欲
し
い
、
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
で

の
開
催
だ
と
参
加
で
き
る
人
数
が
限

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
地
区
や
県
で
の

研
修
で
も
い
ろ
い
ろ
な
学
び
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
資
質
向
上
、
意
識

改
革
な
ど
に
は
今
回
の
よ
う
な
研
修

は
と
て
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。　

ど
こ
か
で
お
話
し
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
他
市
で
の
良
い
例

や
委
員
と
し
て
の
意
識
や
活
動
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
私
が
学
ん
だ
こ

と
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
、
主
体
性
自
主
性
を
大
切
に
す

る
、
将
来
性
の
あ
る
会
議
の
場
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
で
き
る
こ

と
を
多
角
的
に
考
え
、
積
極
的
に
行

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支

部

活

動

報

告

11
月
に
は
備
前
市
に
て
、
支
部

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に

は
新
見
公
立
大
学
の
福
武
幸
世
氏
を

お
招
き
し
「
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ダ
ン
ス

～
み
ん
な
で
楽
し
む
身
体
表
現
あ
そ

び
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
熱
心
に
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本
的
な

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
身
体

表
現
を
通
じ
て
、
参
加
者
が
自
然
と

笑
顔
に
な
る
よ
う
な
指
導
の
引
出
し

や
安
全
か
つ
効
果
的
に
集
団
を
指
導

す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し

た
。ま

た
、
本
支
部
で
は
、
年
間
約

５
万
円
の
予
算
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

会
が
自
主
的
か
つ
精
力
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
12
月
に
は
赤
磐
市
で
研

修
会
を
開
催
し
、
参
加
者
は
「
イ
ン

ド
ア
ク
ッ
ブ
」
と
「
フ
ロ
ッ
カ
ー
」

の
２
種
目
を
体
験
し
ま
し
た
。
委
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
た
り
、
各
種
目

の
魅
力
や
ル
ー
ル
な
ど
を
学
ん
だ
り

令
和
７
年

４
月
14
日　

支
部
評
議
員
会

５
月
31
日　

�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
会

総
会

９
月
28
日　

�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
会

代
表
理
事
会

11
月
22
日　

支
部
研
修
会

12
月
13
日　

�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
会

研
修
会

12
月
16
日　

�

支
部
臨
時
評
議
員
会

令
和
８
年

２
月
１
日　

�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
会

代
表
理
事
会

３
月　
　
　

支
部
理
事
会

備
前
支
部
に
お
け
る
令
和
７
年

度
の
活
動
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

４
月
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
役

員
の
確
認
や
表
彰
推
薦
者
の
協
議
等

を
行
い
ま
し
た
。

備
前
支
部

と
、
実
り
あ
る
充
実
し
た
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
８
年
度
は
、
７
月

に
和
気
町
と
赤
磐
市
に
て
岡
山
県
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
有
意
義
な
研

修
会
と
な
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
県
内
か
ら
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

令
和
７
年
度

４
月
23
日　

�

第
１
回
支
部
評
議

員
会

５
月
25
日　

�

中
国
地
区
事
前
研

修
会
（
倉
敷
市
）

６
月
11
日　

�

第
２
回
支
部
評
議

員
会

６
月
28
日
～
29
日

　
　
　
　
　

�

令
和
７
年
度
中
国

地
区
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
修
会

７
月
14
日　

�

第
３
回
支
部
評
議

員
会

備
南
支
部
で
は
６
月
28
日
～
29

日
の
中
国
地
区
研
修
会
開
催
に
向
け
、

４
月
と
６
月
に
評
議
員
会
、
５
月
に

実
技
種
目
の
事
前
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

事
前
研
修
会
で
は
、
実
技
種
目

の
運
営
体
制
の
確
認
と
し
て
、
中
国

地
区
研
修
会
で
実
施
す
る
ボ
ッ

チ
ャ
・
卓
球
バ
レ
ー
・
囲
碁
ボ
ー
ル
・

モ
ル
ッ
ク
の
４
種
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
体
験
し
ま
し

た
。本

番
は
非
常
に
た
く
さ
ん
の
参

加
者
を
迎
え
て
の
開
催
と
な
る
た
め
、

備
南
支
部
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し
た
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ド
ッ
ジ
ビ
ー
」

と
「
デ
ィ
ス
ク
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
し
た

推
進
委
員
か
ら
は
、
ル
ー
ル
の
簡
単

さ
や
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
点
が

評
価
さ
れ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
支
部
全
体
で
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
加
わ
っ
た
２
つ
の

新
種
目
に
加
え
、
美
作
支
部
を
中
心

に
認
知
度
を
拡
大
し
て
い
る
種
目

「
ほ
お
る
ん
・
ビ
ン
ゴ
」
が
、
全
国

紙
「
２
０
２
５
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

８
・
９
月
号
」
に
も
紹
介
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
全
国
的
な
知

名
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
美

作
支
部
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
説
明
す
る

時
間
が
無
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
割

愛
し
な
が
ら
、
試
合
を
進
行
し
て
い

き
ま
し
た
。
最
初
は
、
打
ち
方
や
攻

め
方
・
守
り
方
な
ど
、
頭
を
ひ
ね
り

な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、

慣
れ
て
く
る
と
相
手
の
弱
点
を
突
く

よ
う
な
鋭
い
打
球
（
魔
球
）
が
飛
び

交
っ
た
り
、
激
し
い
攻
防
を
展
開
し

た
り
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
こ
の
「
卓
球
バ
レ
ー
」
を

と
お
し
て
、
参
加
者
が
少
人
数
で

あ
っ
て
も
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
取
り

入
れ
て
実
施
で
き
る
こ
と
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
行
っ
た
２
種

目
は
、
指
導
者
の
派
遣
依
頼
を
行
わ

ず
、
各
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
講
師

と
な
り
教
え
合
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
深
く

理
解
し
合
え
る
、
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
活
動
で

改
め
て
、
参
加
人
数
が
年
々
、
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
今
回
の
反
省
点
を
改
善
で
き

る
よ
う
、
次
年
度
は
開
催
方
法
や
内

容
を
工
夫
し
、
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
美
作

支
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
は
、

今
年
度
の
主
管
で
あ
る
津
山
市
が
主

導
し
ま
し
た
。
会
場
は
「
久
米
文
化

総
合
運
動
公
園
体
育
館
」
で
、
10
市

町
村
か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
種
目
と
し
て
は
、
お
馴
染
み

の
卓
球
バ
レ
ー
と
、
津
山
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
が
独
自
に
考
案

美
作
支
部

た
と
こ
ろ
に
投
げ
ら
れ
た
と
き
に
は
、

喜
び
の
歓
声
が
上
が
り
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
終
始
、
試
合
を
楽
し
み
ま
し

た
。「卓

球
バ
レ
ー
」
は
卓
球
台
を
使

い
ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で
、
１
チ
ー
ム
６

人
ず
つ
が
、
椅
子
に
座
っ
て
ボ
ー
ル

を
転
が
し
、
相
手
コ
ー
ト
へ
３
打
以

内
で
返
し
、
得
点
を
競
い
ま
す
。
卓

球
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
要
素
が
あ
り

ま
す
が
、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
プ

レ
ー
す
る
の
で
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
そ
の
種
類
や
度
合
い
が
異

な
る
人
た
ち
と
も
、
一
緒
に
協
力
し

て
プ
レ
ー
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
年
度
の
中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
修
会
の
実
技
研
修
で
も

行
わ
れ
、参
加
さ
れ
た
委
員
か
ら「
も

う
一
度
し
た
い
」
と
い
う
声
が
挙
が

り
、
備
北
支
部
研
修
会
で
実
践
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
卓
球
台
を
２
台
展
開
し

た
こ
と
か
ら
、
人
数
が
少
し
足
り
な

か
っ
た
た
め
、
事
務
局
も
加
わ
り
対

戦
し
ま
し
た
。「
卓
球
バ
レ
ー
」
の

公
式
ル
ー
ル
で
は
反
則
が
13
個
定
め

育
館
で
、
備
北
支
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
支
部
研
修
会
に
は
、
備

北
支
部
の
高
梁
市
・
新
見
市
か
ら
合

計
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
で

は
、
津
山
市
発
祥
の
「
ほ
お
る
ん
・

ビ
ン
ゴ
」
で
身
体
を
温
め
、
親
交
を

深
め
た
後
、「
卓
球
バ
レ
ー
」
に
て

実
技
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
ほ
お
る
ん
・
ビ
ン
ゴ
」
の
「
ほ

お
る
」
は
、「
投
げ
る
」
と
い
う
意

味
の
方
言
で
、
ロ
ー
プ
で
作
っ
た
格

子
状
の
ビ
ン
ゴ
ネ
ッ
ト
を
床
に
敷
き
、

布
製
の
球
と
ゴ
ム
製
の
室
内
用
ペ
タ

ン
ク
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
タ
テ
・
ヨ
コ
・

な
な
め
に
球
を
そ
ろ
え
て
得
点
を
競

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ま
た
、
近
年
は
全

国
各
地
で
大
会
も
行
わ
れ
て
い
て
知

名
度
も
上
が
り
つ
つ
あ
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
の
日
は
両
市
の
混

合
チ
ー
ム
を
編
成
し
対
決
し
ま
し
た
。

投
げ
る
球
の
素
材
・
重
量
が
異
な
る

た
め
力
の
入
れ
具
合
や
、
狙
っ
た
と

こ
ろ
へ
投
げ
る
こ
と
が
大
変
難
し
く
、

一
投
一
投
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
声
を

掛
け
合
い
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
思
っ

コ
ー
ト
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
競
技
進

行
を
す
る
た
め
の
工
夫
や
、
競
技

ル
ー
ル
の
わ
か
り
や
す
い
伝
え
方
な

ど
を
各
委
員
が
検
討
し
、
参
加
者
の

方
が
選
択
種
目
を
楽
し
め
る
よ
う
な

意
見
が
飛
び
交
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
会
を
迎
え
る
前
に
、
と
て
も
有
意

義
な
研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。令

和
７
年
度
中
国
地
区
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
研
修
会
当
日
は
、
倉
敷

市
民
会
館
、
水
島
緑
地
福
田
公
園
・

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
を
会
場
に
、
延

べ
８
４
０
名
の
参
加
者
を
迎
え
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
備
南
支
部
各
市
町

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
お
よ
び
事
務

局
、
実
行
委
員
会
の
総
勢
約
２
０
０

名
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

備
北
支
部
で
は
、
12
月
６
日
に

高
梁
市
川
上
町
総
合
運
動
公
園
内
体

備
北
支
部
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3 組織活性化部会 30,000 △ 13,907 16,093 16,093 0
4 県研修会 0 0 0 0 0

3 事務費 60,000 △ 24,254 35,746 35,746 0
1 通信運搬費 20,000 △ 20,000 0 0 0
2 消耗品費 40,000 △ 4,254 35,746 35,746 0

3 負担金 556,500 △ 4,500 552,000 552,000 0
1 負担金 556,500 △ 4,500 552,000 552,000 0
1 全国スポーツ推進委員連合 478,500 △ 4,500 474,000 474,000 0
2 中国地区協議会 73,000 0 73,000 73,000 0
3 県レクリエーション協会 5,000 0 5,000 5,000 0

4 予備費 213,909 △ 209,179 4,730 4,730 0
1 予備費 213,909 △ 209,179 4,730 4,730 0
1 予備費 213,909 △ 209,179 4,730 4,730 0
支　出　合　計 2,504,539 △ 480,084 2,024,455 2,024,455 0

勘定科目
当　初
予算額

補　正
見込額

補正後
予　算
見込額

決算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 研修会等 1,423,115 △ 1,423,115 0 0 0
1 研修会等 1,423,115 △ 1,423,115 0 0 0
1 中国地区研修会開催等 0 0 0 0 0
2 県研修会開催等 0 0 0 0 0
3 その他 0 0 0 0 0
4 予備費 1,423,115 △ 1,423,115 0 0 0
支　出　合　計 1,423,115 △ 1,423,115 0 0 0

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・決
算（
見
込
み
）

　

令
和
７
年
度
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

７
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
見
込
み
が
報
告

並
び
に
、
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

が
同
意
さ
れ
た
。

理 
事 

会 

報 

告

勘定科目
当　初
予算額

補　正
見込額

補正後
予　算
見込額

決算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 会費収入 2,192,500 △ 22,500 2,170,000 2,170,000 0
1 会費収入 2,192,500 △ 22,500 2,170,000 2,170,000 0
1 県会費収入 1,754,000 △ 18,000 1,736,000 1,736,000 0
2 全国連合個人会員会費収入 438,500 △ 4,500 434,000 434,000 0

2 雑収入 107,150 3,062 110,212 110,212 0
1 還付金 87,130 260 87,390 87,390 0
1 機関誌還付金 59,650 2,480 62,130 62,130 0
2 スポーツ推進委員手帳還付金 27,480 △ 2,220 25,260 25,260 0

2 雑収入 20,020 2,802 22,822 22,822 0
1 県研修会助成 0 0 0 0
2 会報広告料 20,000 0 20,000 20,000 0
3 県研修会参加費 0 0 0 0
4 預金利息等 20 2,802 2,822 2,822 0

3 前年度繰越収支差額 204,889 0 204,889 204,889 0
1 前年度繰越収支差額 204,889 0 204,889 204,889 0
1 前年度繰越収支差額 204,889 0 204,889 204,889 0
収　入　合　計 2,504,539 △ 19,438 2,485,101 2,485,101 0

〈支　出〉 （単位：円）

〈支　出〉 （単位：円）

勘定科目
当　初
予算額

補　正
見込額

補正後
予　算
見込額

決算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 事業費 896,130 △ 64,755 831,375 831,375 0
1 事業費 896,130 △ 64,755 831,375 831,375 0
1 支部活動助成費 463,100 △ 2,700 460,400 460,400 0
2 会報印刷費 173,030 0 173,030 173,030 0
3 県研修会 260,000 △ 62,055 197,945 197,945
4 初任者研修会 0 0 0 0 0

2 管理費 838,000 △ 201,650 636,350 636,350 0
1 旅費 658,000 △ 104,465 553,535 553,535 0
1 全国スポーツ推進委員連合関係 178,000 28,140 206,140 206,140 0
2 中国地区スポーツ推進委員協議会関係 65,000 13,950 78,950 78,950 0
3 理事会 120,000 △ 22,770 97,230 97,230 0
4 常任理事会 50,000 △ 2,990 47,010 47,010 0
5 組織活性化部会 80,000 △ 9,315 70,685 70,685 0
6 生涯ｽﾎﾟｰﾂ･体力つくり全国会議2025 55,000 △ 1,480 53,520 53,520 0
7 全国連合ﾘｰﾀﾞｰ養成講習会 110,000 △ 110,000 0 0 0
8 事務局打ち合わせ 0 0 0 0 0

2 会議費 120,000 △ 72,931 47,069 47,069 0
1 理事会 60,000 △ 40,882 19,118 19,118 0
2 常任理事会　 30,000 △ 18,142 11,858 11,858 0

勘定科目
当　初
予算額

補　正
見込額

補正後
予　算
見込額

決算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 研修会等 1,423,115 △ 36,342 1,386,773 1,386,773 0
1 研修会等 1,423,115 △ 36,342 1,386,773 1,386,773 0
1 中国地区研修会 1,000,000 △ 36,042 963,958 963,958 0
2 県研修会 0 0 0 0 0
3 預金利息 300 △ 300 0 0 0
4 前年度繰越額 422,815 0 422,815 422,815 0
5 その他 0 0 0 0 0
収　入　合　計 1,423,115 △ 36,342 1,386,773 1,386,773 0

〈支　出〉 （単位：円）

令和７年度岡山県スポーツ推進委員協議会収支決算書（一般会計）
〈収　入〉 （単位：円）

2,485,101円（収入決算額） － 2,024,455円（支出決算額） ＝ 460,646円（次年度繰越金）

〈収　入〉 （単位：円）
令和７年度岡山県スポーツ推進委員協議会収支決算書（特別会計）

1,386,773円（収入決算額） － 0円（支出決算額） ＝ 1,386,773円（次年度繰越金）

令和７年度　事業報告
事　業　名 期　　日 場　　所 備　　考

常 任 理 事 会
５月23日（金） ピュアリティまきび 11名出席

R8．2月26日（木） 県庁：環境文化部会議室 10名出席

理 事 会
５月23日（金） ピュアリティまきび 37名出席

R8．2月26日（木） 県庁：９階大会議室 35名出席

組 織 活 性 化 部 会
４月25日（金） ピュアリティまきび 14名出席

R8．1月23日（金） 県庁：環境文化部会議室 11名出席

中 国 地 区 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 会 長 会
４月11日（金） ピュアリティまきび 赤木会長参加
６月28日（土） 倉敷市民会館 赤木会長参加

中 国 地 区 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 理 事 会 ４月11日（金） ピュアリティまきび 赤木会長他参加
中 国 地 区 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 女 性 委 員 会

令和７年度中国地区スポーツ推進委員研修会 ６月28日（土）
　～29日（日） 倉敷市民会館他 赤木会長他参加

（公社）全国スポーツ推進委員連合理事会・総会
５月16日（金） 東京都 赤木会長参加
６月13日（金） 東京都 赤木会長参加
R8．3月上旬 東京都 赤木会長参加予定

令和７年度岡山県スポーツ推進委員初任者研修会

令 和 ７ 年 度 岡 山 県 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 研 修 会 ６月28日（土）
　～29日（日） 倉敷市民会館他 中国研修と兼ねる

支 部 研 修 会

備前支部
11月22日（土） 備前市（備前市チオビタ運動公園体育館）

ストレッチ・ダンス
67名参加

12月13日（土） 赤磐市（山陽ふれあい公園総合体育館）
【スキルアップの会研修会】
インドアクッブ、フロッカー　49名参加

備南支部 ６月28日（土）
　～29日（日） 倉敷市民会館他

中国研修と兼ねる
参加者延べ約840名

備北支部 12月６日（土） 高梁市 30名参加
（卓球バレー・ほおるんビンゴ）

美作支部 11月30日（日） 津山市（久米体育館） 内容：ユニバーサルスポーツ
延べ100名参加

第66回 全 国 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 研 究 協 議 会 11月13日（木）
　～14日（金） 長野県長野市 赤木会長他参加

生 涯 ス ポ ー ツ・ 体 力 つ く り 全 国 会 議 2026 R8．2月10日（火） 栃木県宇都宮市 備北支部
川上さん参加

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 リ ー ダ ー 養 成 講 習 会 R8．2月28日（土）
３月１日（日） 東京都

大井さん・仲田さん
参加予定

会 報 発 行 （ 5 8 号 ） ４月 1,100 部
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1 理事会 60,000 0 △ 60,000
2 常任理事会　 30,000 0 △ 30,000
3 組織活性化部会 30,000 0 △ 30,000
4 県研修会 0 700,000 700,000
3 事務費 60,000 40,000 △ 20,000
1 通信運搬費 20,000 20,000 0
2 消耗品費 40,000 20,000 △ 20,000

3 負担金 556,500 556,500 0
1 負担金 556,500 556,500 0
1 全国スポーツ推進委員連合 478,500 478,500 0
2 中国地区協議会 73,000 73,000 0
3 県レクリエーション協会 5,000 5,000 0

4 予備費 213,909 362,580 148,671
1 予備費 213,909 362,580 148,671
1 予備費 213,909 362,580 148,671
支　出　合　計 2,504,539 3,332,780 828,241

令
和
８
年
度
事
業
計
画

�

・
収
支
予
算

事　業　名 期　　日 場　　所 備　　考

常 任 理 事 会
５月下旬 県庁会議室（予定）
R9．2月下旬 県庁会議室（予定）

理 事 会
５月下旬 県庁会議室（予定）
R9．2月下旬 県庁会議室（予定）

組 織 活 性 化 部 会
４月中～下旬 県庁会議室（予定）
R9．1月中～下旬 県庁会議室（予定）

中 国 地 区 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 会 長 会
４月10日（金） 島根県出雲市
６月27日（土） 島根県出雲市

中 国 地 区 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 理 事 会 ４月10日（金） 島根県出雲市
中 国 地 区 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 女 性 委 員 会
令和８年度中国地区スポーツ推進委員研修会 ６月27日（土）

　～28日（日） 出雲市民会館他

（公社）全国スポーツ推進委員連合理事会・総会
５月15日（金） 東京都
６月12日（金） 東京都
R8．3月上旬 東京都

令和８年度岡山県スポーツ推進委員初任者研修会 ７月18日（土） 和気町総合福祉センター

令 和 ８ 年 度 岡 山 県 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 研 修 会 ７月18日（土）
　～19日（日）

和気町総合福祉センター
山陽ふれあい公園

支 部 研 修 会

備前支部
７月18日（土）
　～19日（日）

和気町総合福祉センター
山陽ふれあい公園 県研修会と兼ねる

未定 未定 スキルアップの会研修会
備南支部 11月中旬 矢掛町B＆G海洋センター 未定
備北支部 12月上旬 新見市 未定
美作支部 11月29日（日） 久米南町 未定

第 67回 全 国 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 研 究 協 議 会 11月５日（木）
　～６日（金） 群馬県高崎市

生 涯 ス ポ ー ツ・ 体 力 つ く り 全 国 会 議2027 R9．2月中旬頃 未定 備前支部１名
ス ポ ー ツ 推 進 委 員 リ ー ダ ー 養 成 講 習 会 R9．3月上旬頃 東京都 美作支部２名
会 報 発 行 （ 5 9 号 ） ４月 100部

令和８年度　事業計画（案）

（単位：円）
令和８年度収支予算（案）（一般会計）

〈収　入〉
勘定科目

R７年予算額 R８年予算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 会費収入 2,192,500 2,172,500 △ 20,000
1 会費収入 2,192,500 2,172,500 △ 20,000
1 県会費収入 1,754,000 1,738,000 △ 16,000
2 全国連合個人会員会費収入 438,500 434,500 △ 4,000

2 雑収入 107,150 810,280 703,130
1 還付金 87,130 90,260 3,130
1 機関誌還付金 59,650 65,000 5,350
2 スポーツ推進委員手帳還付金 27,480 25,260 △ 2,220
2 雑収入 20,020 720,020 700,000
1 県研修会助成 0 150,000 150,000
2 会報広告料 20,000 20,000 0
3 県研修会参加費 0 550,000 550,000
4 預金利息等 20 20 0

3 前年度繰越収支差額 204,889 350,000 145,111
1 前年度繰越収支差額 204,889 350,000 145,111
1 前年度繰越収支差額 204,889 350,000 145,111
収　入　合　計 2,504,539 3,332,780 828,241

（単位：円）〈支　出〉
勘定科目

R７年予算額 R８年予算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 事業費 896,130 902,700 6,570
1 事業費 896,130 902,700 6,570
1 支部活動助成費 463,100 460,700 △ 2,400
2 会報印刷費 173,030 132,000 △ 41,030
3 県研修会 260,000 260,000 0
4 初任者研修会 0 50,000 50,000

2 管理費 838,000 1,511,000 673,000
1 旅費 658,000 771,000 113,000
1 全国ｽﾎﾟｰﾂ推進委員連合関係 178,000 194,000 16,000
2 中国地区スポーツ推進委員協議会関係 65,000 142,000 77,000
3 理事会 120,000 120,000 0
4 常任理事会　 50,000 50,000 0
5 組織活性化部会 80,000 80,000 0
6 生涯ｽﾎﾟｰﾂ･体力つくり全国会議2026 55,000 60,000 5,000
7 全国連合ﾘｰﾀﾞｰ養成講習会 110,000 120,000 10,000
8 事務局打ち合わせ 0 5,000 5,000
2 会議費 120,000 700,000 580,000

勘定科目

R７年予算額 R８年予算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 研修会等 1,423,115 1,386,773 △ 36,342
1 研修会等 1,423,115 1,386,773 △ 36,342
1 中国地区研修会 1,000,000 △ 1,000,000
2 県研修会 0 0
3 預金利息 300 △ 300
4 前年度繰越額 422,815 1,386,773 963,958
5 その他 0 0
収　入　合　計 1,423,115 1,386,773 △ 36,342

令和８年度　収支予算書（案）（特別会計）
〈収　入〉 （単位：円）

勘定科目

R７年予算額 R８年予算額 差　異大科目
中科目
小科目

1 研修会等 1,423,115 1,386,773 1,386,773
1 研修会等 0 1,386,773 1,386,773
1 中国地区研修会開催等 0 0 0
2 県研修会開催等 0 100,000 100,000
3 その他 0 0
4 予備費 0 1,286,773 1,286,773
支　出　合　計 0 1,386,773 △ 1,386,773

〈支　出〉 （単位：円）
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役職名 氏　　名 所属市町村 支 　部
部 　 長 黒 田　 眞 路 新 庄 村 美 　作
副 部 長 岡  﨑 　眞公子 赤 磐 市 備 　前

〃 平  田 　久実子 高 梁 市 備 　北
部 員 椋 代　　  弘 岡 山 市 備 　前

〃 白 井　 福 美 玉 野 市 〃
〃 藤 原　 博 文 瀬 戸 内 市 〃
〃 河  内 　留美子 吉 備 中 央 町 〃
〃 岡  村 　登志男 倉 敷 市 備 　南
〃 妹 尾　 曜 子 井 原 市 〃
〃 妹 尾　 康 代 浅 口 市 〃
〃 小 野　 妙 子 里 庄 町 〃
〃 五百蔵   　　実 高 梁 市 備 　北
〃 清 本　 喜 子 新 見 市 〃
〃 眞賀里　 京 子 新 見 市 〃
〃 服 部　 康 正 津 山 市 美 　作
〃 前 田　 江 美 真 庭 市 〃
〃 半 田　 智 子 〃 〃
〃 橋 本　 峰 子 美 作 市 〃
〃 篠 原　 裕 和 美 咲 町 〃

令和７年度組織活性化部員

令和７年度岡山県スポーツ推進委員協議会役員
役職名 氏　　名 所属市町村 支　部

会 長 赤 木　 弘 蔵 新 見 市 備 　北
副 会 長 出 原　　  稔 岡 山 市 備 　前

〃 桝 田　 利 晃 井 原 市 備 　南
〃 信 谷　 昌 吾 新 見 市 備 　北
〃 江 原　 圭 祐 津 山 市 美 　作
〃 岡  﨑 　眞公子 赤 磐 市 組織活性化部会

理 事 長 長 尾　 政 則 真 庭 市 美 　作
副理事長 大 﨑　 一 郎 吉 備 中 央 町 備 　前
常任理事 小 林　 義 和 岡 山 市 備 　前

〃 向 井　   彰 倉 敷 市 備 　南
〃 黒 田　 眞 路 新 庄 村 組織活性化部会

理 　事 妹 尾　　  力 岡 山 市 備 　前
〃 荻  野 　百合子 〃 〃
〃 大  内 　マリ子 〃 〃
〃 杉 山　 幸 治 玉 野 市 〃
〃 大 饗　 久 純 備 前 市 〃
〃 島 村　 靖 彦 瀬 戸 内 市 〃
〃 大 崎　 陽 二 赤 磐 市 〃
〃 内 田　　  譲 和 気 町 〃
〃 谷 田　 浩 史 倉 敷 市 備 　南
〃 荒 川　 周 一 郎 〃 〃
〃 高 橋　　  暁 笠 岡 市 〃
〃 中 村　 信 一 井 原 市 〃
〃 風 早　 秀 義 総 社 市 〃
〃 佐  藤 　美佐江 〃 〃
〃 髙 島　 建 身 浅 口 市 〃
〃 松 本　　  武 早 島 町 〃
〃 佐 藤　 義 城 里 庄 町 〃
〃 小 林　 培 夫 高 梁 市 備 　北
〃 川 上　 敏 代 高 梁 市 〃
〃 西 村　 俊 一 新 見 市 〃
〃 服 部　 康 正 津 山 市 美 　作
〃 谷 口　 陽 子 〃 〃
〃 三 村　 公 一 真 庭 市 〃
〃 森　　  正 彦 美 作 市 〃
〃 宗 森　 祐 二 鏡 野 町 〃

（順不同・敬称略）

役職名 氏　　名 所属市町村 支　部
〃 高 山　 恭 子 勝 央 町 〃
〃 岡　  　 秀 樹 奈 義 町 〃
〃 渡 部　 徳 真 西 粟 倉 村 〃
〃 光 元　 一 郎 久 米 南 町 〃
〃 黒  木 　愼一郎 美 咲 町 〃
〃 平  田 　久実子 高 梁 市 組織活性化部会
〃 松 本　 綾 子 － スポーツ振興課

監 　事 関 野　 雅 夫 岡 山 市 備 　前
〃 大 森　 静 夫 矢 掛 町 備 　南




